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２０１５→２０２０マクロトレンド反転が顕著に／付加価値創出方法の抜本改革の必要性 
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２０２０年の意味するところ／１９６４年との対比において 
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２０２０年を契機とした未来社会へのグランドデザインが必要 
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オリピック・レガシーが 
社会全体に波及 

目指すべき 
未来社会 

五輪を目標に 
課題解決を加速 

現在 

2020年 2013年 2050年 

東京五輪 従来延長の 
未来社会 

施策の前倒し、分野横断、特例・特区、規制緩和等による新たな挑戦を提示すべき 

国交省の新たな「国土の 
グランドデザイン」等 

関係府省による未来像 



２０２０年での社会ソリューション提示とレガシーの構築に向けて 
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・災害対応（予測・避難対応等） 
・テロ対策 
・原発対応 

安
全
 

大会対応 社会課題解決 

・100年を見据えたインフラ強化 
・サイバーセキュリティ強化 
・危機管理強化（一元対応強化） 

・安全・安心都市基盤 
・高プライバシ保全システム 
 
 

レガシー（例） 

・会場内（小型モビリティ、自転車等） 
・会場間（電車、バス等） 
・国際間（空港、管制等） 

交
通
 

・自動車の環境親和、安全性強化 
（電気、自動運転等） 
・輸送インフラの国際競争力強化 

・マルチユース・スマートID 
・統合型次世代ITS 

人口減少・高齢化、環境・財政制約、アジア 
⇒『活力・持続性』 

・スポーツ施設整備・強化 
・民間活用（PPP) 
・通信インフラ強化 

施
設
等
 

・ストックマネジメント（効率・有効化） 
・コンパクトシティ推進 
・大容量通信基盤強化 

・選手村コンパクトシティ 
・5Gワイヤレスモデル都市 

・行政計画との親和/補完 
・関連民間企業間の連携・推進 

・電力需要対応（非常用電源活用） 
・暑熱対応（天気予測含む） 
・ゴミ対応 

環
境
 

・温暖化対策（CO2削減） 
・多様なエネルギー源促進 
・ゼロエミッション、リサイクル促進 

・スマートエネルギータウン 
・低炭素・資源循環都市 

・アスリート育成・強化 
・スポーツ振興（コミュニティ形成） 
・障がい者支援（バリアフリー等） 

強
化
等
 

・健康寿命延長（予防医療、食改善） 
・高齢者等の身体支援 
・障がい者の社会的包摂促進 

・健康増進支援システム 
・身体力補助ロボット 
 
 

・大量の旅客輸送 
・宿泊施設等受け入れ態勢整備 
・多言語表示、「おもてなし」浸透 

観
光
 

・地域活性化、東京一極集中緩和 
（インバウンド、MICE誘致・発展） 
・アジア（中国・インド）友好強化 

・内外観光文化交流基盤 
・ユニバーサル言語音声対応 

 
 
 
 

・ＩＣＴ 

 

・人財 

（ボランティ
ア含む） 

 

・特区 

（規制緩和） 
 

レガシー・波及効果 

日本を取り巻く社会課題（cf.震災復興、少子高齢化、都市-地方間格差・・・等）を鑑みて、２０２０年での社会
ソリューション提示を目指し、さらに、 ＩＯＣ立候補ファイルで示された「レガシー」を拡充して構築していくべき。 



２０１２年ロンドン大会で示唆されたＩＣＴサービスの課題から２０２０年東京大会へ 
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「グリーンな大会」実現のため、ロンドン
大会の各競技場では太陽光等の再生
可能エネルギー、LEDなどの次世代照
明を積極的に導入・採用 

2020年東京大会では、世界的な 
資源・エネルギー不足、環境対策 
等の観点から、通信インフラにも 
より一層の環境対策が求められ 
る（グリーンICT） 

環境低負荷 

（グリーンICT） 

レガシー 

（持続性） 

スケーラ 

ビリティ 

現代五輪の 

通信サービス・インフラ 

に求められるポイント・課題 

BTはロンドン五輪を「過去最大のデジタルオリン
ピック」と総括。 

テレビやWebでHD画質の映像配信 

最大1000万人の観客・参加者がネットワーク、Wi-Fi機器
等を利用 

観客等のソーシャルメディア利用も膨大 

結果、会場内トラフィックは 北京五輪の4～7倍に拡大 

スケーラビリティ確保のため、ロンドン大会で
はクラウドベースのサーバ／IP電話システム
の活用、高密度Wi-Fi環境の構築等で対応 

２０２０年の東京大会では、
ロンドン大会で直面した上記
課題が、さらに増幅・拡大！ 

ロンドン大会における通信サービス・インフラ等の構築・運用においては、 
①レガシー、②環境低負荷（グリーンICT）、③スケーラビリティが重要課題であった。 



ＩＯＣ立候補時に提案したＩＣＴおよびＩＣＴによるサービスに関する主要ポイント 
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◆マーケティング 
誰でもいつでもチケットを買うことができるシステム・・・ 
リアルタイムな空席情報を配信・・・ 
入退場を綿密に管理し・・・ 

◆競技及び会場 
高速大容量の通信ネットワークが日本中で利用可能・・・ 
高速・大容量のデータ通信用ワイヤレスサービスを利用・・・ 
オリンピック・ファミリーに無償で開放・・・ 

◆パラリンピック競技 
会場へのアクセシビリティが最大化されるよう
適切な標識及びシステムを確保・・・ 

◆選手村 
情報通信技術を活用した建築物エネルギー
管理システム（BEMS）の導入・・・ 

◆輸送 
高度道路交通システム（ITS）・・・ 
バス・ロケーション・システムをWeb及びモバイルで・・・ 
外国語の表示・音声案内・・・ 多言語で提供・・・ 
ICカードと観戦チケットの統合や磁気カードなどの利用・・・ 

◆メディア 
信頼瀬の高いINFOシステム、記録情報システム（CIS）、超
高精細映像機器や、超高速度カメラなど・・・ 

２０２０年オリンピック・パラリンピック立候補ファイルより抜粋 

◎ビジョン・レガシー及びコミュニケーション 

◎大会の全体的なコンセプト 
 

オンライン／電子コミュニケーションやデジタル・メディアに重きをおき、・・・ 

大会や街中に完全に一体化したライブサイトやファントレイル、・・・ 
東京の有名な公園に大型スクリーンを設置・・・ 被災地にもライブサイト設置・・・ 



ICTの貢献が期待されるIOC提案時の事業領域とそれ以外の社会課題領域 
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◆選手村 

◆パラリンピック競技 

◆競技及び会場 

◆マーケティング 

◆輸送 

◆メディア 

◆ビジョン・レガシー／コミュニ
ケーション 

◆ライブビューイング／ファン
トレイル 

UHD/４K/８K 

ウエアラブル 

ビッグデータ解析 

クラウド 

音声認識翻訳 

G・位置情報 

ソーシャルメディア 

５G・ワイヤレス 

Ｍ２Ｍ/ＩｏＴ 

AR/可視化 

RFID/NFC 

３D造形・デザイン 
ロボット・拡張身体 

サイバーセキュリティ 

ITS・ナビゲーション 

SDN/NFV 

IOCに提案した主要ICT事業領域 貢献が期待される情報通信技術 

◆健康長寿社会の実現 

◆地域活性化・一極集中是正 

◆アジア（中印含）友好強化 

◆温暖化対応（低炭素化） 

◆資源循環・リサイクル推進 

◆社会基盤長寿化・高度化 

◆ストック活用型社会の推進 

ICTが貢献可能な社会課題領域 

◆超モノ普及型需要経済限界 



ICT新産業創出が期待される事業領域の検討例 
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セイフティタウン東京 

内外地域交流連携システム 

ヘルスプロモーションタウン 

拡張現実エンターテイメントタウン 

 高効率エネルギー需給システム 

EVスマートモビリティタウン 

東京エレクトロニックレジデンス 

ユニバーサルランゲージ 

ハイレゾリューションタウン 

ロボティックサービスタウン 

ハイパーモバイルコンバージェンス 

ニッポンICTショーケース 

ICTによる新産業創出が期待できる領域 

入力デバイスだけではなく、感情
や思考、状況も入力可能となり、
殆どのモノからも入力できる。 

脳内の思考空間同等かそれ以上
の大きさで視覚化でき、物理的に
も正確俊敏に動作・制御できる。 

テキスト、音声、映像、デザイン
等のあらゆる種類のデータを時
空間・事象の差異を超えて蓄積し、
膨大で多種多様な量を処理・解
析できる。一旦、出力された成果
もデータ化してさらに取込み、多
重多層で処理・解析できる。 

入力系／ウエアラブル、G情報 

処理系／ビッグデータ解析 

出力系／４K・８K、制御 

ネット
ワーク 

ビッグデータ解析は次世代の付加価値を生む中核技術 

２
０
２
０
年
ま
で
に
埋
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
存
在 



２０２０実運用までに残された時間の活用／ベースロードマップ 
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萌芽技術ベースで構想
し、一部検証か机上検
証による構想の練磨 

技術選定と統合実証実
験による最終課題の確
認と克服 

目標事業としての実装、
ラグビーW杯・プレオリ
ンピックで実運用準備 

２０１９年のラグビーW杯かプレオリンピックまでに概成している必要があり、現在、見通せている技術の統合利用が最大の鍵 



ICT新産業創出を加速するための方法 
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ICT分野での急成長を支えてきた加速手法とともに、近年は、その組み合わせや新しい方法論が展開されている。 

INTEROP Ideathon・Hackathon 

Interopの名前の由来は“Interoperability
（相互接続性）”で、主にネットワーク機器
について実検証するための世界最大級の
ラボでありイベントである。相互接続検証
結果の参加企業へのフィードバックは、次
年度の製品に大きな影響を与えている。 

ハッカソンは、同じテーマに興味を有する
開発者が集まり、互いに協力してプログラ
ミングする短期集中手法で、アイディアソ
ンは、その前段で同様に行われる企画会
議の事を指す場合が多いが、アイディアソ
ンだけ独立して行われる事も多い。 

オープンテストベッド バックキャスティング 

高速大容量、IPv6、制御システムセキュリ
ティといった技術検証目的の実証実験環
境を一定期間提供し、HWやSW、サービス
の開発を加速する。単に、開放するだけで
はなく、ハンズオン形式で実際に使用させ
ながら開発指導を行う手法も用いられる。 

地球温暖化の議論の場に持ち込まれた手
法で、到達したい目標像をイメージし、そこ
から後ろを振り返り、現在時点からのアク
ションプランを具体化していく手法である。
最近、科学技術分野、ICT分野でも取り入
れられるようになった。 
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セーフティタウン東京   

 セーフティタウン実現のために 

 既存社会インフラのモニタリング（劣化、異常検出） 

 気象、災害の予測とその対策（ハザードマップ／シミュレーション） 

 災害時の情報配信インフラ運用、災害時の情報の迅速な提供 

 災害時における公共交通機関や交通流の制御 

 首都圏直下型地震時の緊急体制への情報通信サービス 

 

 実現するための技術 

 M2M／IoT 

 G空間・位置情報 

 ビッグデータ解析 

 SDN/NFV 

 クラウド 

 

 具体的な事例 

 「岐阜市防災ICT利活用システム」（岐阜県岐阜市） 
 岐阜市は、総合計画（愛称：ぎふ躍動プラン・２１）における将来都市像として｢安心して暮らせ

る都市｣の実現を目指し、災害情報を迅速・的確に収集・一元管理し、庁内、出先機関、避難
所等との防災情報を共有する、岐阜市総合防災情報システムを構築した。このシステムにつ
いて、災害時や防災訓練などにおける活用を通して、より効果的な機能の拡張に取り組んで
いる。 

 「防災テレメータサービス」（NTTドコモ） 
 自治体が保有・管理している雨量計や水位計および防災無線設備、サーバ等を全て不要とし、

ドコモにて保有・管理する観測網（観測機器、及び気象データ）を用いて、要望の観測情報を
WEB閲覧等により得ることができる自治体や企業向けの災害監視支援サービス 

 ICTを活用して災害に強い都市東京の実現を目指す。スマートタウンに防災機能を実装する。 

防災テレメータサービス 
（出典：https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2012/11/30_01.html#p01） 

岐阜市総合防災情報サービス 
（出典： http://www.applic.or.jp/2012/infra/jirei/ ） 



セイフティタウン東京に関連する技術動向 
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「平成25年 次世代インフラ・復興再⽣戦略協議会事務局」資料より（内閣府） 

 量子ビーム、電磁波等の非破壊検査技術、モニタリング技術については、2016年度までに現場導入が
目標で、その後に解析技術開発。 

 多種多様な大量データ処理技術、センサー等リアルタイム情報解析技術等の開発によって2020までに
国内重要インフラの20%は管理。 
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 高効率エネルギー需給システム 

 高効率エネルギー需給システム 

 ICTの活用による詳細なデマンドコントロールと供給制御 

 新エネルギー、再生可能エネルギー技術の開発 

 環境負荷の小さい、クリーンな都市の実現 

 CO2の削減、低炭素社会の実現 

 高度な都市機能の提供、地域活性化 

 

 実現するためのICT 

 M2M/IoT 

 クラウド 

 ビッグデータ解析 

 AR／可視化 

 

 具体的な事例 

 スマートシティ実証実験 
 北九州の実証では水素型燃料電池の実用性の検証が行われており、水素ステーション

のめども立ちつつある。電力と熱という両面から、燃料電池の活用による高効率エネル
ギー需給システムへの可能性が拓けている。 

 

 スマートハウス実証実験 
 鉛電池による住区レベルの製品化は行われているが、蓄電コストの高さがネックとなっ

て普及には、まだレベルアップが必要な状況。集合受託レベルでの、特に冷熱需給と合
わせた電力需給バランスが焦点となっている。 

 ICTによって全ての需要点と供給点によるマッチングを解析予測し高効率なエネルギー需給システムを実現する。 

横浜スマートシティ実証実験 
（出典：http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004633/013_03_01.pdf） 

スマートハウス実証実験（大阪ガス＋積水ハウス） 
（出典：http://www.osakagas.co.jp/company/press/pr_2009/1177857_1256.html） 



高効率エネルギー需給システムに関連する技術動向 
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(出典：http://www.nedo.go.jp/content/100107278.pdf） 

 送配電と熱のネットワークにつ
いては、2020年までには、電力
と熱の総合的な有効活用に係
る技術まで一連の実証を終了
している予定。 
 

 水素、蓄電池等については、
2020年でも小規模実証レベル
の予定であるものの、長寿命
化・コストダウンも想定範囲 
 

 スマートメーターについては東
京の場合は導入がほぼ完了し
ている予定 

      －２０２０       －２０３０ 
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拡張現実エンターテイメントタウン   

 拡張現実エンターテイメントタウン実現のために 

 モバイル端末やショーウインドウ、街頭大画面、壁面、 
既存広告・看板等を活用しパーソナルでダイナミックな 
情報を拡張現実（Augmented Reality）として表示 

 未来都市空間の創出、近未来都市「東京」 

 新たな街の利用シーンとそれに伴う新たなビジネス 
スタイルの創出 

 

 実現するための技術 

 AR/可視化 

 G空間・位置情報 

 ５G・ワイヤレス 

 ウエアラブル 

 ビッグデータ解析 

 

 具体的な事例 

 MapFan eye 
 ARで目的地まで誘導するナビアプリ 

 「カタログカメラ」アプリ(ニッセン)、「ベルメゾン カタログプラス」
アプリ（千趣会） 
 カタログに乗り切らない付加価値をＡＲで提供、スムーズな購入を実現 

 「Homeplus Subway Virtual Store」(Tesco) 
 地下鉄のホームやバス停で買い物ができる 

 「New Window Shopping Experience of the Future 」(adidas) 
 大画面ショーウインドウに溶け込んだ感覚でのショッピングの実証実験 

 拡張現実（AR: Augmented Reality）の活用により街のエンターテイメント空間を演出し新たなサービスを提供する。 

MapFan eye 
（出典http://japanese.engadget.com/2013/12/17/wm/） 

ニュールンベルグの大画面ショーウインドウによるadidasの実証実験 
（出典http://news.adidas.com/GLOBAL/STYLE/NEO/adidas-tests-the-new-window-shopping-
experience-of-the-future-at-nrnberg-neo-store/s/245172e1-8fb4-49d2-8f43-fc61326a4e48） 



拡張現実エンターテイメントタウンに関連する技術動向 
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（出典：http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/contents/downloadfiles/120307-2.pdf） 

 簡易なインタラクティブ映像処理は通常のスマホでも可能な状況であり、３D映像等のリアルタイムレン
ダリングについては、2016年頃には可能 

 WEB技術の進化により街の情報の収集および分析・表示も2015以降で実用化可能 
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ヘルスプロモーションタウン   

 ヘルスプロモーションタウン実現のために 

 人が自らの身体性を科学的にコントロールし改善できる環境を
提供する都市づくりの推進 

 1986年にカナダのオタワで開かれた第１回ヘルスプロモーショ
ン国際会議における「オタワ憲章」の実行 

 体力増進について全国地域連携で取組み、パラリンピックに
使用されるマテリアルの高度化と合わせてロボット開発推進 

 

 

 

 

 

 

 実現するための技術 

 ロボット・拡張身体 

 ウェアラブル 

 ３D造形・デザイン 

 ビッグデータ解析 

 クラウド 

 具体的な事例 

 からだの時計（ドコモヘルスケア） 
 健やかな24時間の使い方を提案し、体内時計※1を整え、健康的な体づくりを支援する

サービス。 

 

 ICTにより健康と体力の増進を科学的に支援し、その成果の活用で身体性の拡張としてのロボット利用を促進する。 

（出典：http://www.mi21.net/qol/qol/health_promotion.html） 

からだの時計  
（出典： http://www.d-healthcare.co.jp/service/tokei/index.html） 

ドコモ＋オムロン ヘルスケア 
（出典http://japanese.engadget.com/2013/12/17/wm/） 



ヘルスケアサービスに関連する技術動向 
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（出典：http://www.nedo.go.jp/content/100109955.pdf） 

 流体力学を用いた臓器の挙動シミュレーション等、最新スーパーコンピュータで解析するビッグデータ
領域での革新が進行中 

 ゲノム情報からライフログに至るデータを大量の個別サンプルからモデリングして解析予測するビッグ
データ技術がポイント 

http://www.nedo.go.jp/content/100109955.pdf
http://www.nedo.go.jp/content/100109955.pdf
http://www.nedo.go.jp/content/100109955.pdf
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内外地域交流連携システム   

 内外地域との連携のために 

 五輪アクティビティを東京と内外地域で同時体験 

 地方との情報連携（地方への情報発信または、地方の情報を
東京に） 

 内外観光情報を東京と同時に利用できる環境 

 東京オリンピックの映像を内外地域にUHD/4K/8K配信 

 

 実現するための技術 

 UHD/4K/8K 

 SDN/NFV 

 AR/可視化 

 ビッグデータ解析、クラウド 

 

 具体的な事例（地方での事例） 

 青森県の観光クラウド 
 クルマによる円滑な周遊を支援するルートサービスを提供している。地域共同利用型の

観光クラウドとして、県内32団体で利用 

 道路及び周辺情報配信システム（福島県西郷村） 
 白河地方と会津地方を結ぶ甲子道路の開通に伴い、増加した交通事故を未然に防ぐた

め、国道 289 号線の高低差による道路状況の変化等の動画情報を、インターネット、携
帯電話、デジタルサイネージを通して、国道利用者に提供している。  

 双方向告知通信システムを活用した地域情報の動画配信
サービス（熊本県阿蘇市） 
 光ブロードバンドネットワークを整備し、動画も送れる告知通信システム「知らせますケ

ン」を導入。各戸の告知端末に配信している。 

 

 

 

 東京と日本の地方、および、主に時差の小さいアジア等の都市をICTで連携させ期間後の交流促進に繋げる。 

道路及び周辺情報配信システム（福島県西郷村）  
（出典： http://www.applic.or.jp/2012/infra/jirei/ ） 

青森県の観光クラウド 
（出典： http://www.applic.or.jp/2012/infra/jirei/ ） 


	２０２０以降を目指したＩＣＴの貢献可能性について
	２０１５→２０２０マクロトレンド反転が顕著に／付加価値創出方法の抜本改革の必要性
	２０２０年の意味するところ／１９６４年との対比において
	２０２０年を契機とした未来社会へのグランドデザインが必要
	２０２０年での社会ソリューション提示とレガシーの構築に向けて
	２０１２年ロンドン大会で示唆されたＩＣＴサービスの課題から２０２０年東京大会へ
	ＩＯＣ立候補時に提案したＩＣＴおよびＩＣＴによるサービスに関する主要ポイント
	ICTの貢献が期待されるIOC提案時の事業領域とそれ以外の社会課題領域
	ICT新産業創出が期待される事業領域の検討例
	２０２０実運用までに残された時間の活用／ベースロードマップ
	ICT新産業創出を加速するための方法
	セーフティタウン東京　　
	セイフティタウン東京に関連する技術動向
	　高効率エネルギー需給システム
	高効率エネルギー需給システムに関連する技術動向
	拡張現実エンターテイメントタウン　　
	拡張現実エンターテイメントタウンに関連する技術動向
	ヘルスプロモーションタウン　　
	ヘルスケアサービスに関連する技術動向
	内外地域交流連携システム　　

